
         

笛
を
吹
き
て
悪
魔
が
来
た
る 

          



梗
概 

高
校
サ
ッ
カ
ー
地
区
大
会
決
勝
。 

大
手
町
高
校1

年
の
桑
田
（1

6

）
は
負
傷
中
の
エ

ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
愛
甲
（1

8

）
に
代
わ
っ
て
レ

ギ
ュ
ラ
ー
を
任
さ
れ
る
。 

桑
田
は
他
の
部
員
ら
と
共
に
愛
甲
を
全
国
へ
連
れ
て

い
く
誓
い
を
立
て
て
試
合
に
臨
む
も
、
大
役
を
背
負

っ
た
重
圧
か
ら
空
回
り
す
る
。 

そ
ん
な
中
、
上
空
を
飛
ぶ
巨
大
な
悪
魔
（4

3

）
が

審
判
の
笛
の
音
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
サ
ッ
カ
ー
場
へ

と
近
づ
い
て
く
る
。 

前
半
戦
終
了
の
笛
と
共
に
悪
魔
は
ピ
ッ
チ
上
空
に
現

れ
、
後
半
戦
か
ら
悪
魔
に
よ
る
捕
食
が
始
ま
る
。 

試
合
中
、
悪
魔
は
笛
が
鳴
る
度
に
選
手
た
ち
を
次
々

と
飲
み
込
ん
で
い
く
。 

選
手
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
桑
田
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の

重
圧
を
乗
り
越
え
、
見
事
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
く
。 



し
か
し
そ
ん
な
桑
田
も
試
合
終
了
の
笛
で
悪
魔
の
餌

食
に
な
り
、
腹
を
満
た
し
た
悪
魔
は
無
人
に
な
っ
た

ピ
ッ
チ
か
ら
飛
び
去
っ
て
い
く
。 

一
ヶ
月
後
。
怪
我
か
ら
復
帰
し
た
愛
甲
は
桑
田
ら
イ

レ
ブ
ン
の
遺
志
を
継
ぎ
、
た
っ
た
一
人
で
全
国
大
会

へ
と
臨
む
の
だ
っ
た
。 

 

         



 

《
登
場
人
物
》 

桑
田
（1

6

） 

大
手
町
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
員 

愛
甲
（1

8

） 

大
手
町
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
員 

北
別
府
（1

8

） 

大
手
町
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
員 

八
重
樫
（1

7
） 
大
手
町
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
員 

り
か
（1

7

） 

大
手
町
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー 

小
宮
山
（1

7

） 

神
宮
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
員 

南
渕
（4

9

） 

大
手
町
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督 

権
藤
（5

0

） 

神
宮
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督 

観
客 

患
者1

 

患
者2

 

愛
甲
の
母 

愛
甲
の
父 

悪
魔
（4

3

）
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○
大
手
町
病
院
・
外
観 

○
同
・
病
室 

 
 

愛
甲
（1

8

）
、
窓
の
外
を

見
て
い
る
。 

 
 

愛
甲
、
松
葉
杖

を
つ
い
て
い
る
。 

 
 

愛
甲

の
右
足
に

ギ
ブ
ス
。 

 
 

L
IN

E

の
音
が
鳴

る
。 

 
 

愛
甲
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ホ

を
取

り
出
す
。 

 
 

ス
マ
ホ
に
以
下

の
文
字
。 

 
 

「
も
う
す
ぐ
決
勝
戦

が
始

ま
り
ま
す
」 

愛
甲
「…

」 

○
サ
ッ
カ
ー
場 

 
 

「
地
区
大
会
決
勝
」

の
横
断
幕
。 

 
 

客
席

に
応
援
団

や
高
校
生

ら
の
姿
。 

○
同
・
大
手
町
高
校

ベ
ン
チ 

 
 

南
渕
（4

9

）
、
ベ
ン
チ
に

座
っ
て
選
手

た
ち

に
話
を
し
て
い
る
。 

南
渕
「
と
に
か
く
攻

め
ろ
」 

 
 

桑
田
（1

6

）
、
北
別
府
（1

8

）
、
八
重
樫
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（1
7

）
ら
、
聞
い
て
い
る
。 

南
渕
「
攻

め
の
サ
ッ
カ
ー

で
こ
こ
ま
で
き
た
ん
だ
。

最
後
ま
で

自
分
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
を
し
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
」 

 
 

選
手

ら
、
頷
く
。 

南
渕
「
桑
田
、
愛
甲

の
代
役
は
お
前
し
か
い
な
い
。

任
せ
た
ぞ
」 

桑
田
「
（
緊
張

し
て
い
る
）
」 

 
 

 
 

ベ
ン
チ
の
近
く
で
、
り
か
（1

7

）
、
ス
マ
ホ

を
握
り
し
め
て
い
る
。 

○
同
・
神
宮
高
校
ベ
ン
チ 

 
 

権
藤
（5

0

）
、
小
宮
山
（1

7

）
ら
選
手

た
ち

に
話
し
て
い
る
。 

権
藤
「
い
い
か
。
相
手
チ
ー
ム

は
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ

カ
ー
が
怪
我
で
欠
場

し
て
い
る
。
分
は
間
違

い
な
く

我
々
に
あ
る
」 

 
 

選
手

ら
、
頷
く
。 

権
藤
「
小
宮
山
、
作
戦
通

り
お

前
は
温
存

す
る
」 

小
宮
山
「
（
不
敵
に

笑
う
）
」 
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○
同
・
大
手
町
高
校

ベ
ン
チ
前 

 
 

大
手
町
高
校
の

選
手
た
ち
が
円
陣
を

組
ん
で
い

る
。 

 
 

り
か
、
走
っ
て
く
る
。 

り
か
「
愛
甲
先
輩
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
！
」 

 
 

り
か
、
ス
マ
ホ

を
見
せ
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
に

以
下
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。 

 
 

「
俺

た
ち
の
心

は
一
つ
！
」 

 
 

選
手

ら
、
顔
つ
き
が

引
き

締
ま
る
。 

北
別
府
「
（
皆

へ
）

勝
っ
て
愛
甲
を
全
国

に
連
れ
て

い
こ
う
！
」 

選
手
ら
「
お
う
！
」 

○
病
院
・
病
室 

 
 

愛
甲
、
ス
マ
ホ

を
見
つ
め
る
。 

愛
甲
「…

み
ん
な
、

頼
ん
だ
ぞ
」 

○
サ
ッ
カ
ー
場
・
ピ
ッ
チ 

 
 

選
手

た
ち
、
ピ
ッ
チ

上
に

散
ら
ば
っ
て
い
る
。 

 
 

北
別
府
、

セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル

に
ボ
ー
ル
を
お

く
。 
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主
審
、
キ
ッ
ク
オ
フ

の
笛

を
吹
く
。 

 
 

上
空

に
鳴
り
響

く
ホ
イ
ッ
ス
ル

の
音
。 

○
遠
く
の

空 

 
 

翼
の

生
え
た
巨
大
な
悪
魔
（4

3

）
が

飛
ん
で

い
る
。 

 
 

悪
魔
、
何

か
に

反
応
し
、

停
止
す
る
。 

 
 

悪
魔
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と

辺
り
を
伺

う
。 

○
サ
ッ
カ
ー
場
・
ピ
ッ
チ 

 
 

北
別
府
、

ド
リ
ブ
ル

で
相
手
選
手
を

抜
く
。 

 
 

北
別
府
、
桑
田

に
パ
ス
を

送
る
。 

 
 

桑
田
、
パ
ス
を

受
け
取
る
。 

 
 

桑
田
、
絶
好
の

シ
ュ
ー
ト

位
置
。 

北
別
府
「
（
叫

ぶ
）

桑
田
っ
！
」 

 
 

桑
田
、
シ
ュ
ー
ト
す
る
。 

 
 

が
、

ゴ
ー
ル
か
ら
大
き
く

外
れ
る
。 

○
同
・
神
宮
高
校
ベ
ン
チ 

 
 

小
宮
山
、
座
っ
て
い
る
。 
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小
宮
山
「

あ
の
一
年
、
動

き
が

ガ
チ
ガ
チ

じ
ゃ
な
い

か
（
と
薄

ら
笑
う
）
」 

○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

桑
田
、
ド
リ
ブ
ル
し
て
い
る
。 

 
 

桑
田
、
パ
ス
ミ
ス
を
す
る
。 

 
 

相
手
選
手

に
ボ
ー
ル

が
渡

っ
て
し
ま
う
。 

○
遠
く
の

空 

 
 

悪
魔
、
ゆ
っ
く
り
と

飛
ん
で
い
る
。 

○
サ
ッ
カ
ー
場
・
ピ
ッ
チ 

 
 

桑
田
、
表
情
が

冴
え
な
い
。 

 
 

桑
田

に
ボ
ー
ル

が
回
っ
て
く
る
。 

 
 

桑
田
、
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト

を
放
つ
も

ゴ
ー
ル
か

ら
大
き
く

外
れ
る
。 

○
同
・
大
手
町
高
校

ベ
ン
チ 

 
 

り
か
、
桑
田
を

祈
る
よ
う
に
見
つ
め
て
い
る
。 

○
大
手
町
高
校
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
回
想
・
夜
） 

 
 

桑
田
、
居
残
り
で
シ
ュ
ー
ト
練
習
を
し
て
い

る
。 
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鋭
い

シ
ュ
ー
ト

が
バ
シ
バ
シ
決
ま
る
。 

 
 

桑
田
、
ボ
ー
ル

を
蹴
ろ
う
と
す
る
。 

 
 

と
後

ろ
か
ら
声

が
す
る
。 

声
「
不
思
議
な
も
ん
だ
な
」 

 
 

桑
田
、
振

り
返

る
。 

 
 

愛
甲
、
立

っ
て
い
る
。 

 

桑
田
「
愛
甲
さ
ん…

」 

愛
甲
「
練
習
じ
ゃ
誰

よ
り
も
い
い
シ
ュ
ー
ト

を
す
る

の
に
試
合

に
な
る
と
か
ら
っ
き
し
」 

桑
田
「…

」 

愛
甲
「
本
番
に
弱
い

タ
イ
プ
っ
て
や
つ
か
」 

桑
田
「
（
弱
々

し
く

笑
う
）
」 

 
 

愛
甲
、
ボ
ー
ル

を
蹴
る
。 

 
 

豪
快

な
シ
ュ
ー
ト
が
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト

を
揺
ら

す
。 

愛
甲
「
練
習
、
付
き

合
っ
て
や
る
よ
」 

桑
田
「
あ
、
は
い
！
」 

愛
甲
「
腹

ぺ
こ
な
ん
だ
。

先
に

シ
ュ
ー
ト

外
し
た
ほ

う
が
飯
代

オ
ゴ
り
な
（
と

涼
し
く
笑
う
）
」 
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桑
田
「
（
笑
う
）
」 

 
 

り
か
、
二
人
を

遠
く
か
ら

見
て
い
る
。 

○
（
戻
っ
て
）

サ
ッ
カ
ー

場
・
大
手
町
高
校

ベ
ン
チ 

り
か
「
（

呟
く
）
頑
張
っ
て…

」 

○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

桑
田
、
ド
リ
ブ
ル
を
す
る
。 

 
 

桑
田
、
相
手

D
F

を
抜
き
に
か
か
る
。 

 
 

桑
田
、
勢

い
余

っ
て
相
手
選
手

を
押

し
倒
し
て

し
ま
う
。 

桑
田
「
（

し
ま
っ
た
！
）
」 

○
上
空 

 
 

微
か
に
鳴
り
響

く
笛
の
音
。 

 
 

悪
魔
、
ぴ
く
り
と
反
応
す
る
。 

 
 

悪
魔
、
笛

の
音

の
方
へ
向

か
う
。 

○
サ
ッ
カ
ー
場
・
ピ
ッ
チ 

 
 

相
手
選
手
、
倒

れ
込
ん
で
い
る
。 

 
 

試
合
、
中
断
す
る
。 

 
 

北
別
府
と
八
重
樫
、
桑
田

の
も
と
へ
や
っ
て
く
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る
。 

八
重
樫
「
（
怒
鳴
る
）
お
い
ッ
。
さ
っ
き
か
ら
何
や

っ
て
る
！
」 

桑
田
「…

す
み
ま
せ
ん
」 

北
別
府
「
桑
田
、
も
っ
と

肩
の

力
を
抜
け
」 

桑
田
「…
は
い
」 

北
別
府
「
監
督

は
愛
甲
の
代
役

と
い
っ
た
が
、
俺
た

ち
は
お
前

に
愛
甲
の

代
わ
り
な
ん
か

求
め
て
な
い
。

お
前
の
ベ
ス
ト

を
尽

く
せ
ば
い
い
ん
だ
」 

桑
田
「…

」 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 

 
 

神
宮
高
校

の
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
。 

 
 

神
宮
高
校

の
選
手
、
ボ
ー
ル
を
蹴
る
。 

 
 

ボ
ー
ル
、

大
き
く
風
に
乗

る
。 

 
 

神
宮
高
校

F
W

、
い
い

位
置

で
ボ
ー
ル

を
受
け

取
る
。 

北
別
府
「

ま
ず
い
！
」 

 
 

神
宮
高
校

F
W

、
ド
リ
ブ
ル

で
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ

リ
ア
へ
と

切
り
込
む
。 
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八
重
樫
、
立
ち
は
だ

か
る
。 

 
 

八
重
樫
、
競
り

勝
つ
。 

北
別
府
「

ナ
イ
ス
だ
！ 

八
重
樫
！
」 

 
 

八
重
樫
、

ド
リ
ブ
ル

で
抜

け
出
す
。 

 
 

相
手
選
手

が
ボ
ー
ル

を
奪

お
う
と
す
る
。 

 
 

八
重
樫
、
足
が
も
つ
れ
て

転
ん
で
し
ま
う
。 

 
 

主
審

の
笛
が
鳴

る
。 

 
 

主
審
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

を
出
す
。 

○
同
・
客
席 

 
 

観
客
、
飲

み
食

い
し
な
が
ら
見
て
い
る
。 

観
客
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

取
ら
れ
た
か
」 

○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

八
重
樫
、
主
審

に
詰
め
寄

る
。 

八
重
樫
「
（
抗
議
す
る
）

足
が
も
つ
れ
た
ん
で
す

よ
！ 

わ
ざ
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
！
」 

 
 

主
審
、
首

を
振

る
。 

八
重
樫
「

な
ん
で
で
す
か
！ 

わ
ざ
と
じ
ゃ
な
い
っ

て
い
っ
て
る
だ
ろ
！

」 

 
 

主
審
、
警
告
と
し
て

何
度

も
笛
を
鳴

ら
す
。 
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北
別
府
、
八
重
樫
を
制
止

す
る
。 

北
別
府
「

や
め
ろ
。

退
場
し
た
い
の
か
！
」 

八
重
樫
「…

」 

 
 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 

 
 

神
宮
高
校
、
絶
好
の
位
置

で
の
フ
リ
ー
キ
ッ

ク
。 

 
 

神
宮
高
校

の
選

手
、
ボ
ー
ル
の
前
に

立
つ
。 

 
 

主
審
、
笛

を
構

え
る
。 

○
上
空 

 
 

笛
の

音
が
空
に

響
き
渡
る
。 

 
 

悪
魔

の
視
線
の

先
に
サ
ッ
カ
ー

場
が
ぽ
つ
り
と

見
え
る
。 

 
 

悪
魔
、
サ
ッ
カ
ー
場
へ
近

づ
い
て
い
く
。 

○
サ
ッ
カ
ー
場
・
ピ
ッ
チ 

 
 

ボ
ー
ル
が
大
手
町
高
校
の

ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
揺

ら
す
。 

 
 

神
宮
高
校

の
選
手
ら
、
喜

ん
で
い
る
。 



- 11 - 

 

○
同
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド 

 
 

以
下

の
表
示
。 

 
 

「
前
半 

大
手
町
高
校 

0
 

 
 

 
 

 
 

神
宮
高
校 

1

」 
○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

八
重
樫
、

う
な
だ
れ
る
。 

八
重
樫
「

ク
ソ
っ…
俺
の
せ
い
だ…

」 

○
上
空 

 
 

悪
魔
、
飛

ん
で
い
る
。 

 
 

悪
魔

の
視
線
の

先
、
サ
ッ
カ
ー

場
が

ハ
ッ
キ
リ

見
え
る
。 

○
サ
ッ
カ
ー
場
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド 

 
 

以
下

の
表
示
。 

 
 

「
前
半 

大
手
町
高
校 

0
 

 

 
 

 
 

 
 

神
宮
高
校 

 
1

」 

 
 

前
半
終
了

を
告

げ
る
笛
が

響
く
。 

笛
の
音
「
（
ピ
ッ
、
ピ
ッ
ー
！
）
」 

 
 

ス
コ
ア
ボ
ー
ド

に
巨
大
な

影
が
差
し

込
む
。 
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○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

悪
魔
、
ピ
ッ
チ

上
空
に
現

れ
る
。 

○
同
・
大
手
町
高
校

ベ
ン
チ 

 
 

桑
田
、
ベ
ン
チ

に
腰
を
か
け
る
。 

 
 

桑
田
、
タ
オ
ル

で
顔
を
覆

っ
て
天
を

仰
ぐ
。 

 
 

桑
田
、
タ
オ
ル

を
と
る
。 

 
 

真
上

に
巨
大
な

悪
魔
。 

 
 

桑
田
、
悪
魔
と

目
が
あ
う
。 

桑
田
「
（
絶
叫

す
る
）
う
わ
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
」 

 
 

桑
田
、
腰

を
抜

か
す
。 

 
 

北
別
府
、
桑
田

を
見
て
、 

北
別
府
「
恐
れ
る
な
！
」 

桑
田
「
で
、
で
も…

」 

北
別
府
「
怖
い
の
は

相
手
チ
ー
ム
も
同
じ
だ
」 

 
 

相
手
選
手

ら
、

涼
し
い
顔

を
し
て
い
る
。 

○
同
・
神
宮
高
校
ベ
ン
チ 

 
 

権
藤
、
小
宮
山

へ
告
げ
る
。 
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権
藤
「
出
番
だ
。
と
ど
め
を
さ
し
て
こ
い
」 

小
宮
山
「
任
せ
て
く
だ
さ
い
よ

（
と
自
信

あ
り

げ
）
」 

○
同
・
大
手
町
高
校

ベ
ン
チ 

 
 

大
手
町
高
校
の

選
手
ら
、

円
陣
を
組

む
。 

北
別
府
「
（
皆

へ
）

試
合
は
こ
こ
か
ら
だ
！
」 

選
手
ら
「
お
う
！
」 

北
別
府
「
桑
田
！ 

や
れ
る
の
か
！
」 

桑
田
「
（
自
ら
を
奮

い
立
た
す
）
や
っ
て
や
る
！ 

や
っ
て
や
る
ぞ
！
」 

○
病
院
・
病
室 

 
 

愛
甲
、
ス
マ
ホ

を
見
る
。 

 
 

り
か
か
ら
の

L
IN

E

。 

 
 

「
前
半
は

0

対

1

で
す
」 

愛
甲
「
（

つ
ぶ
や
く
）
み
ん
な
、
頑
張
っ
て
く
れ
」 

○
サ
ッ
カ
ー
場
・
ピ
ッ
チ 

 
 

選
手

ら
、
ピ
ッ
チ
上
に
散

ら
ば
っ
て
い
る
。 

 
 

小
宮
山
、

セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル

に
立

っ
て
い



- 14 - 

 

る
。 

 
 

主
審
、
後
半
戦
開
始

の
笛

を
鳴
ら
す
。 

 
 

悪
魔
、
笛

の
音

に
反
応
し
、
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク

ル
に
急
降
下
す
る
。 

 
 

悪
魔
、
小
宮
山

を
丸
飲
み
す
る
。 

 
 

小
宮
山
、

ピ
ッ
チ
上
か
ら

消
え
る
。 

 

以
下
、
笛
が
鳴
る
度
に
悪
魔

が
選
手
を
丸
飲

み
し
て
い
く 

 
 

両
チ
ー
ム

の
選
手
ら
、
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル

に

取
り
残
さ
れ
た

ボ
ー
ル
へ
向
か
っ
て
い
く
。 

 
 

選
手

ら
、
ボ
ー
ル
を
奪
い

合
う
。 

 
 

神
宮
高
校

、
競

り
勝
つ
。 

 
 

神
宮
高
校

の
選
手
ら
、
パ
ス
を
回
し
て
い
く
。 

 
 

大
手
町
高
校

M
F

、
チ
ャ
ー
ジ
を
す
る
。 

 
 

相
手
選
手
、
衝
撃
で
転
ぶ
。 

 
 

主
審
、
笛

を
鳴

ら
す
。 

 
 

悪
魔
、
笛

の
音

に
反
応
し
て
急
降
下
。 

 
 

大
手
町
高
校

D
F

を
一
人
丸
飲

み
す
る
。 
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○
同
・
客
席 

 
 

観
客
、
見

て
い
る
。 

観
客
「
今
日
は
反
則

が
多
い
な
」 

○
同
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド 

 
 

時
計

の
針
が
進

ん
で
い
る
。 

○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

 
 

ボ
ー
ル
を
奪
い

合
う
選
手

た
ち
。 

 
 

両
チ
ー
ム

の
選
手
、
半
減

し
て
い
る
。 

○
同
・
大
手
町
高
校

ベ
ン
チ 

 
 

悪
魔
、
ベ
ン
チ

の
上
に
い
る
。 

 
 

ピ
ッ
チ
か
ら
主
審
の
笛
の

音
が
響
く
。 

 
 

悪
魔
、
監
督
の

南
渕
を
丸
飲
み
す
る
。 

○
同
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド 

 
 

時
計

の
針
が
さ
ら
に

進
ん
で
い
る
。 

○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

ボ
ー
ル
を
奪
い

合
う
選
手

た
ち
。 

 
 

両
チ
ー
ム

の
選
手
、

さ
ら
に
減
っ
て
い
る
。 
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○
同
・
神
宮
高
校
ベ
ン
チ 

 
 

ガ
ラ
ガ
ラ

に
な
っ
て
い
る
。 

○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

北
別
府
、

ド
リ
ブ
ル

を
す
る
。 

 
 

北
別
府
、
相
手
選
手

の
強
烈
な
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
タ
ッ
ク
ル
が
足
に

直
撃
す
る
。 

北
別
府
「
（
叫

ぶ
）
」 

 
 

北
別
府
、
倒
れ

込
む
。 

 
 

主
審

の
笛
が
鳴

る
。 

 
 

悪
魔
、
急
降
下

し
て
八
重
樫
を
丸
飲

み
す
る
。 

 
 

大
手
町
高
校
の

選
手
ら
、

北
別
府
の
も
と
へ

駆

け
寄
る
。 

 
 

北
別
府
、
足
を

押
さ
え
な
が
ら

苦
痛

に
顔
を
歪

め
て
い
る
。 

桑
田
「
キ
ャ
プ
テ
ン
！
」 

 
 

担
架
、
や
っ
て
く
る
。 

 
 

北
別
府
、
担
架

に
乗
せ
ら

れ
る
。 

北
別
府
「
（
呻

く
）

桑
田…

」 

桑
田
「…

？
」 
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北
別
府
「
全
国

に…

い
き
た
く
な
い
の
か
？
」 

桑
田
「
（

う
つ
む
く
）
」 

北
別
府
「
前
を
向
け…

お
前
の

力
は
こ
ん
な
も
ん
じ

ゃ
な
い
こ
と
は…

そ
れ
は

俺
た
ち
が

一
番

よ
く
知
っ

て
る…
」 

桑
田
「…
」 

北
別
府
「
胸
を
張
る
ん
だ
。
見

せ
つ
け
て
や
れ…

お

前
の
力
を
み
ん
な
に
わ
か
ら
せ
て
や
れ
ッ
」 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

大
手
町
高
校
の

フ
リ
ー
キ
ッ
ク
。 

 
 

桑
田
、
ボ
ー
ル

の
前
に
立

っ
て
い
る
。 

 
 

神
宮
高
校

の
選
手
ら
、
壁

を
作
っ
て
い
る
。 

○
同
・
大
手
町
高
校

ベ
ン
チ 

 
 

り
か
、
祈
っ
て
い
る
。 

○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

主
審

が
試
合
再
開
の
笛
を

鳴
ら
す
。 

 
 

悪
魔
、
急
降
下

し
て
壁
の

選
手
を
一
人

つ
い
ば

む
。 
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壁
に

隙
間
が
で
き
る
。 

桑
田
「
こ
こ
だ
ぁ
ぁ
ー
ー
ー
！
！
！
」 

 
 

桑
田
、
シ
ュ
ー
ト
を
す
る
。 

 
 

ボ
ー
ル
は
壁
の

隙
間
を
通

り
抜
け
、
そ
の
ま
ま

ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト

を
揺

ら
す
。 

 

 
 

桑
田
、
歓
喜
の

表
情
。 

○
同
・
ピ
ッ
チ

の
外 

 
 

北
別
府
、

ス
タ
ッ
フ

の
手
当
を
受
け
て
い
る
。 

 
 

り
か
、
や
っ
て
く
る
。 

り
か
「
（

叫
ぶ
）
キ
ャ
プ
テ
ン
！ 
決
め
ま
し
た
！ 

桑
田
く
ん
が
決
め
ま
し
た
！
」 

北
別
府
「
（
微
笑
む
）
」 

○
同
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド 

 
 

以
下

の
表
示
。 

 
 

「
後
半 

大
手
町
高
校 

1
 

 

 
 

 
 

 
 

神
宮

高
校 

 
0

」 

○
同
・
ピ
ッ
チ 

 

 
 

主
審
、
時
計
を

見
て
い
る
。 
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桑
田
、
ド
リ
ブ
ル
で
切
り

込
む
。 

 
 

桑
田
、
鋭

い
シ
ュ
ー
ト
を

放
つ
。 

 
 

惜
し
く
も

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
。 

 
 

主
審
、
後
半
終
了
の
笛
を

鳴
ら
す
。 

笛
の
音
「
（
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ー
！
）
」 

 
 

悪
魔
、
笛

の
音

に
合
わ
せ
て
、
り
か
、

北
別

府
、
副
審

の
三
人
を

丸
飲
み
す
る
。 

 

○
同
・
客
席 

観
客
「
延
長
戦

か…

」 

○
病
院
・
病
室 

 
 

愛
甲
、
ス
マ
ホ

を
握
り
し
め
て
い
る
。 

○
サ
ッ
カ
ー
場
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド 

 
 

以
下

の
表
示
。 

 
 

「
延
長
前
半 

大
手
町
高
校 

0
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
宮
高
校 

 
0

」 

 
 

「
延
長
後
半 

大
手
町
高
校 

0

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
宮
高
校 

 
0

」 
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○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

主
審
、
延
長
後
半
終
了
の

笛
を
鳴
ら
す
。 

笛
の
音
「
（
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ー
！
）
」 

 
 

悪
魔
、
笛

の
音

に
合
わ
せ
て
、

選
手
三
人
を
丸

飲
み
す
る
。 

 

○
同
・
客
席 

観
客
「P

K

か…

」 

○
同
・
ピ
ッ
チ 

 
 

以
下
、
映
像
下
部
に

P
K

の

ス
コ
ア
表

が
テ
ロ

ッ
プ
で
表
示
さ
れ
る
。 

 
 

悪
魔

に
食
べ
ら
れ
ず
に
残

っ
て
い
る

選
手
は
両

チ
ー
ム
合

わ
せ
て

1
2

人
。 

 
 

神
宮
高
校

1

人
目
の
キ
ッ
カ
ー
、
ボ
ー
ル
の

前
に
立
つ
。 

 
 

大
手
町
高
校

G
K

が
ゴ
ー
ル

を
守
る
。 

 
 

主
審
、
合
図
の

笛
を
鳴
ら
す
。 

 
 

悪
魔
、
笛

の
音

に
合
わ
せ
て
キ
ッ
カ
ー

を
食
べ

る
。 

 
 

ス
コ
ア
表
の
先
攻

1

人
目

に×

印
が
つ
く
。 
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×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 

大
手
町
高
校

1

人
目
の
キ
ッ
カ
ー
、
ボ
ー
ル

の
前
に
立

つ
。 

 
 

神
宮
高
校

G
K

が
ゴ
ー
ル
を

守
る
。 

 
 

主
審
、
合
図
の

笛
を
鳴
ら
す
。 

 
 

悪
魔
、
笛

の
音

に
合
わ
せ
て
キ
ッ
カ
ー

を
食
べ

る
。 

 
 

ス
コ
ア
表
の
後
攻

1
人
目

に×

印
が
つ
く
。 

 
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
×

 

 
 

ス
コ
ア
表
に×

印
が
並
ん
で
い
る
。 

 
 

神
宮
高
校

5

人
目
の
キ
ッ
カ
ー
、
ボ
ー
ル
の

前
に
立
つ
。 

 
 

大
手
町
高
校

G
K

が
ゴ
ー
ル

を
守
る
。 

 
 

主
審
、
合
図
の

笛
を
鳴
ら
す
。 

 
 

悪
魔
、
笛

の
音

に
合
わ
せ
て
キ
ッ
カ
ー

を
食
べ

る
。 

 
 

ス
コ
ア
表
の
先
攻

5

人
目

に×

印
が
つ
く
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
×
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大
手
町
高
校

5

人
目
の
キ
ッ
カ
ー
は

桑
田
。 

 
 

桑
田
、
ボ
ー
ル

の
前
に
立

つ
。 

 
 

神
宮
高
校

G
K

が
ゴ
ー
ル
を

守
る
。 

 
 

主
審
、
合
図
の

笛
を
鳴
ら
す
。 

 
 

悪
魔
、
神
宮
高
校

G
K

を
食

べ
る
。 

 
 

が
ら

空
き
に
な
っ
た

ゴ
ー
ル
。 

桑
田
「
う
ぉ
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
」 

 
 

桑
田
、
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
。 

 
 

桑
田

の
シ
ュ
ー
ト
が
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト

を
揺
ら

す
。 

 
 

ス
コ
ア
表
の

5

人
目
後
攻

に
○
印
が
つ
く
。 

 
 

主
審
、
試
合
終
了
の
笛
を

鳴
ら
す
。 

笛
の
音
「
（
笛

の
音
）
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ー
！
」 

 
 

悪
魔
、
笛

の
音

に
合
わ
せ
て
大
手
町
高
校

G
K

と
桑
田
と

主
審
の
三
人
を
食
べ
る
。 

 
 

無
人

に
な
っ
た

ピ
ッ
チ
。 

 
 

悪
魔
、
腹

を
満

た
し
て
悠
然
と
飛
び

去
っ
て
い

く
。 
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○
病
院
・
病
室 

 
 

愛
甲
、
ス
マ
ホ

を
見
て
い
る
。 

愛
甲
「
（
落
ち
着
か
ず
）
お
か
し
い…

と
っ
く
に

試

合
は
お
わ
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に…

」 

 
 

患
者

た
ち
の
話

し
声
が
す
る
。 

患
者

1

「
大
手
町
高
校
、
全
国
決
め
た
っ
て
よ
」 

患
者

2

「
へ
え
。
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
か
」 

 
 

愛
甲
、
思

わ
ず

駆
け
寄
る
。 

愛
甲
「
ほ
、
本
当
で
す
か
？
！
」 

患
者

1

「
（
面
食
ら
い
つ
つ
）
う
ん
。
応
援

に
い
っ

て
た
娘
か
ら
聞
い
た
か
ら

間
違

い
な
い
。1

対

1

の

ま
ま

P
K

ま
で
も
つ
れ
こ
ん
だ
け
ど
、

最
後

は
一
年

生
が
決
め
た
っ
て
よ
」 

愛
甲
「
（
喜
び
が
こ
み
あ
げ
る
）
」 

○
サ
ッ
カ
ー
場
（
一

ヶ
月
後
） 

 
 

客
席

に
応
援
団
。 

 
 

愛
甲
、
喪
章
を
つ
け
て
入
場
し
て
く
る
。 

 
 

愛
甲

の
後
ろ
に

少
年
サ
ッ
カ
ー

の
子
供

た
ち
。 
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子
供

た
ち
、
桑
田
ら
大
手
町
高
校
サ
ッ
カ
ー

部

員
の
遺
影

を
掲
げ
て
い
る
。 

○
同
・
客
席 

 
 

愛
甲

の
両
親
、
見
て
い
る
。 

父
「
（
心
配
）
一
人

で
大
丈
夫

か
？
」 

母
「
仲
間

が
掴
み
取

っ
て
く
れ
た
切
符
だ
か
ら
っ

て
。
あ
の

子
、
一
人

で
も
諦
め
な
い
っ
て
」 

○
サ
ッ
カ
ー
場 

 
 

愛
甲
、
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
に
立
つ
。 

 

 
 

愛
甲
、
ボ
ー
ル

を
お
く
。 

 
 

主
審
、
キ
ッ
ク
オ
フ

の
笛

を
吹
く
。 

 
 

上
空

に
鳴
り
響

く
笛
の
音
。 

○
タ
イ
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
お
わ
り
） 
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